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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶ディスプレイ向けカラーフィルター用の顔料としての、ゲスト化合物としてメラミ
ンを含有する、式（Ｉ）
【化１】

またはその互変異性構造体および／またはその水和物の顔料の使用であって、前記顔料が
２５０より大きいディスパージョン硬度および１２０～１８０ｍ２／ｇのＢＥＴ比表面積
を有することを特徴とする使用。
【請求項２】
　少なくとも１つの光硬化性モノマー、少なくとも１つの光開始剤および少なくとも１つ
の、請求項１に記載の使用において用いられるゲスト化合物としてメラミンを含有する顔
料を含む、液晶ディスプレイ向けカラーフィルター用のフォトレジスト。
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【請求項３】
　少なくとも１つの、請求項１に記載の使用において用いられるゲスト化合物としてメラ
ミンを含有する顔料が、バインダー樹脂および／または分散剤を添加して、有機溶媒中で
すり砕かれ、次に光硬化性モノマー、光反応開始剤および、さらなるバインダーおよび／
または溶媒を添加してフォトレジストに加工され、フォトレジストがその後基材に塗布さ
れ、フォトマスクを用いて露光され、そして次に硬化され、そしてカラーフィルターを製
造するために現像されることを特徴とする液晶ディスプレイ向けカラーフィルターの製造
方法。
【請求項４】
　少なくとも１つの、請求項１に記載の使用において用いられるゲスト化合物としてメラ
ミンを含有する顔料を含むカラーフィルター。
【請求項５】
　少なくとも１つの、請求項３に記載の製造方法で製造されたカラーフィルターを含む液
晶ディスプレイ。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶ディスプレイ向けカラーフィルターを製造するための、ゲスト化合物と
してメラミンを含有する式（Ｉ）の特殊なニッケル・アゾ顔料の使用に関し、ならびにま
た前記顔料を含むカラーフィルターおよびそれらを含む液晶ディスプレイに関する。
【背景技術】
【０００２】
　カラーフィルターは今日主に液晶ディスプレイおよびスクリーン、色解像度機器、なら
びにセンサーに用いられる。公知の一例はパソコン上のフラットスクリーンである。色が
付けられる方法においてだけでなく、黒だけでなく、原色赤、緑および青からの色要素パ
ターンの発生においても異なるカラーフィルターを製造するための様々な方法がある。色
は、例えば、可溶性染料もしくは顔料を用いて基層（例えばゼラチン）を着色すること（
「染色法」、「染料分散法」）、顔料ペースト、顔料調合物もしくは顔料インクのスクリ
ーン印刷、オフセット印刷もしくはインクジェット印刷、染料もしくは顔料をベースにす
るフォトレジストの電着によって、そしてまた、特に、ポリイミド樹脂中（「非感光性ポ
リイミド法」）か、フォトレジスト中（「感光性アクリル法」）かのどちらかに分散され
た顔料を使用する、顔料分散法を用いて付けられる。述べられた方法と関連して、印刷に
よる色要素パターンの直接発生、およびそれらの間接的フォトリソグラフィック発生の両
方が重要であり、前述の顔料分散法に関しては後者が特に重要である。「非感光性ポリイ
ミド法」の形での顔料分散法の技法は、例えば、（特許文献１）に開示されている。
【０００３】
　フォトレジストに関連する顔料分散法のケースでは、色を与える顔料はＵＶ硬化性フォ
トレジストの微細分散系中にある。フォトレジストは、顔料だけでなく、一般にバインダ
ー樹脂、重合性モノマー、光開始剤および、場合により、溶媒成分よりなる。それは、例
えば、先ずコンセントレートの形の顔料を溶媒、および、場合により、バインダー樹脂中
に微細分散させ、塗布の直前に該分散系をモノマーおよび光開始剤ならびにまた任意のさ
らなる成分で共に調整することによって調製される。顔料入りフォトレジストは、例えば
いわゆるスピンコーティング法を用いて基材、例えばガラスに一様に塗布され、予備乾燥
され、フォトマスクを用いてＵＶ露光され、一般に無機アルカリ性溶液を用いて所望の色
要素パターンに現像され、そしてコーティングはきれいにされ、場合により後硬化させら
れる。この操作は各色について、すなわち例えば、赤色、緑色および青色の三色使用につ
いては一般に３回繰り返される。
【０００４】
　顔料分散法と併せて顔料の使用に付随する利点は、染料ベースのコーティング・システ
ムと比べてカラーフィルターの改善された耐光性、耐湿性および耐熱性にある。一方、顔
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料をベースにするコーティングの透明性および色純度は、コーティング法に関係なく、依
然として不満足である。特に混合物をフォトレジストで所望のカラーローカス値（Ｆａｒ
ｂｏｒｔｗｅｒｔｅ）まで見えなくするために異なる顔料が混合物に組み入れられる場合
、輝度および透明性の望ましくないロスがあり、その結果としてディスプレイまたはスク
リーン（ＬＣＤ）の操作はエネルギーコストの増加を不可避的に伴う。
【０００５】
　（特許文献２）は、カラーフィルターでの使用のための特殊なアゾピラゾロンを記載し
ている。
【０００６】
　（特許文献３）および（特許文献４）は、２５０＞ディスパージョン硬度（Ｄｉｓｐｅ
ｒｇｉｅｒｈａｅｒｔｅ）（ＤＩＮ５３７７５に従って）を有するニッケル・アゾ顔料を
権利請求している。それらの使用は、原則として、顔料のすべての最終用途について権利
請求されている。とりわけ、印刷インク、水性ペイントまたはバインダーカラーを製造す
るための、合成、半合成または天然高分子物質の大量着色のための、ならびにテキスタイ
ルおよび紙を印刷するためのそれらの使用に関連して２５０＞ディスパージョン硬度を有
するニッケル・アゾ顔料の利点は実施例で実証されている。
【０００７】
　（特許文献５）は、ＬＣＤでのカラーフィルター用のニッケル・アゾ顔料の使用および
それらの製造方法を記載している。ＬＣＤでのカラーフィルターについて（特許文献５）
で権利請求されているニッケル・アゾ顔料は原則として、それらのディスパージョン硬度
に関していかなる制限も受けていない。（特許文献５）は好ましい２５０＞のディスパー
ジョン硬度範囲を権利請求している。
【０００８】
　黄－緑色成分は好ましくはＣＩピグメントグリーン３６および黄色金属アゾ顔料からな
る。他の色合いとの組合せについての改善された能力の目的のために、黄緑色成分は有利
なことに高度に有色であり、かつ、透明である。この目的のために、黄色顔料は高度に有
色であり、かつ、透明でなければならない。
【０００９】
　使用される黄色成分が本発明に従って用いられる顔料である場合、緑色合いの記載され
た特性は著しく改善できることが今分かった。
【特許文献１】特開平１１－２１７５１４号公報
【特許文献２】欧州特許出願公開第Ａ－９４７５６３号明細書
【特許文献３】ＥＰ　０９９４１６２
【特許文献４】ＤＥ　１０３２８９９９
【特許文献５】米国特許第６，５９６，４４６号明細書
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は、液晶ディスプレイ向けカラーフィルター用の顔料としての、ゲスト化合物と
してメラミンを含有する、式（Ｉ）
【００１１】
【化１】

またはその互変異性構造体および／またはその水和物の顔料の使用であって、前記顔料が
２５０より大きいディスパージョン硬度を有することを特徴とする使用に関する。（本発
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明に従ってディスパージョン硬度はＤＩＮ５３７７５に従って測定される。）
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　驚くべきことに、２５０より大きいディスパージョン硬度の前記顔料は驚くべきことに
比較的高い透明性および色純度を示すことは明らかである。
【００１３】
　好ましい一実施形態では、本発明に従って使用される前記顔料は、ピグメントグリーン
３６顔料と共に使用される。
【００１４】
　総量を基準にして、顔料はゲスト化合物として１０％～１００重量％のメラミンを好ま
しくはホストする。これは、適切な溶媒での洗浄によって除去することができない、かつ
、元素分析から明らかであるメラミンの量である。前記の量より多いまたはそれ未満のメ
ラミンを添加することもまた勿論可能であり、選択肢としていかなる過剰も洗い落とさな
いことは可能である。１０％～１５０重量％の量が好ましい。
【００１５】
　式（Ｉ）の１：１アゾ・バルビツール酸－ニッケル錯体、またはその互変異性体形の１
つであって、ニッケルの１原子当たり２分子のメラミンを含む錯体が特に好ましい。本明
細書との関連で、前記の顔料の水和物は同様に常に包含される。
【００１６】
　ＬＣＤでのカラーフィルター向けの使用について、好ましくは２．５～３．５のｐＨで
、特に２．７～３．３のｐＨで熱処理される、かつ、メラミンを含む式（Ｉ）の１：１ア
ゾ・バルビツール酸－ニッケル錯体が特に好ましい。改善された色強度は、０～４の範囲
の少なくとも２つのｐＨ段階での熱処理を用いて達成することができる。
【００１７】
　本明細書の目的のためには、ゲスト化合物としてメラミンを含有し、かつ、ディスパー
ジョン硬度＞２５０（ＤＩＮ５３７７５に従って）を有する式（Ｉ）のアゾ化合物のニッ
ケル錯体が本発明に従って使用される顔料として示される。ニッケル錯体顔料は好ましく
はディスパージョン硬度＞２５０および＜１０００、特にディスパージョン硬度＞３００
および＜５００を有する。
【００１８】
　１０００＜のディスパージョン硬度は所望の透明性をもたらすが、それは塗布における
技術的問題、特に顔料分散系の貯蔵安定性の低下につながることができ、当該理由のため
にあまり好ましくない。
【００１９】
　ディスパージョン硬度はＤＩＮ５３７７５、パート７に従って測定され、冷たいローリ
ングの温度は２５℃であり、熱いローリングのそれは１５０℃である。本明細書に報告さ
れるディスパージョン硬度のすべては、この修正ＤＩＮ仕様に従って測定された。
【００２０】
　顔料は１２０～１８０ｍ２／ｇ、特に１３０～１７０ｍ２／ｇ、より好ましくは１４０
～１６０ｍ２／ｇ、非常に好ましくは１５０～１６０ｍ２／ｇの比表面積を好ましくは有
する。比較的高い比表面積および改善された再現性は、種結晶の使用によって、または顔
料の製造中のポンプ送液循環の配備によって達成することができる。
【００２１】
　表面積は、ＤＩＮ６６１３１：ブルナウアー、エメットおよびテラー（Ｂｒｕｎａｕｅ
ｒ，　Ｅｍｍｅｔｔ　ａｎｄ　Ｔｅｌｌｅｒ）（Ｂ．Ｅ．Ｔ．）の方法でガス吸着による
固体の比表面積の測定に従って測定される。
【００２２】
　熟練労働者にとって、ディスパージョン硬度＞２５０を有する顔料の本発明に係る使用
がカラーフィルターの製造で利点を有することは特に驚くべきである。
【００２３】
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　これはすべて、ＥＰ　０９９４１６２およびＤＥ　１０３２８９９９に記載されている
特殊なニッケル・アゾ顔料について、ニッケル・アゾ顔料のディスパージョン硬度が低く
なる（好ましくは＜２００、特に＜１５０）につれてそれらの権利請求の優先度が高くな
るという事実から見れば驚くべきことである。
【００２４】
　ディスパージョン硬度＜２５０（ＤＩＮ５３７７５に従って）を有する、ＥＰ　０９９
４１６２およびＤＥ　１０３２８９９９に記載されている特殊なニッケル・アゾ顔料は既
に貴重な顔料であり、非常に良好な加工特性を有するが、カラーフィルターで最適な透明
性を達成しない。
【００２５】
　本発明のニッケル・アゾ顔料は、アゾ・バルビツール酸のＮａ、Ｌｉまたは、特にＫ塩
などの、アルカリ金属塩を水性システムで任意の順序でメラミンおよびニッケル塩と好ま
しくは反応させ、次に好ましくは２．５～３．５の、特に２．７～３．３のｐＨで反応生
成物に熱処理することによって製造することができる。熱処理条件、特に（ｐＨ，温度お
よび継続時間）の選択によって、熟練労働者に公知のやり方で、所望の範囲のディスパー
ジョン硬度をセットすることは可能である。熱処理条件は、合成で最初に形成された材料
のディスパージョン硬度に有利にも適合させられる。
【００２６】
　液晶ディスプレイ向けカラーフィルターを製造するための、上記顔料の本発明に係る使
用、または本発明の顔料調合物のそれは、フォトレジスト法を包含する顔料分散法の例に
関連して以下に記載されるであろう。
【００２７】
　カラーフィルターを製造するための本発明の顔料調合物の本発明に係る使用は、例えば
、場合によりバインダー樹脂入りおよび有機溶媒入り、場合により添加分散剤入りの「顔
料」または顔料調合物、特に固体顔料調合物が均質化され、次に９９．５％＜１０００ｎ
ｍ、好ましくは９５％＜５００ｎｍ、特に９０％＜２００ｎｍの数による粒度（電子顕微
鏡測定）まで連続または回分式の湿式粉砕にかけられることを特徴とする。好適な湿式粉
砕方法には、例えば、撹拌機または溶解機分散、撹拌ボアミルもしくはビーズミル、混練
機、ロールミルを用いてのすり砕き、高圧均質化または超音波分散が含まれる。
【００２８】
　分散処理に、少なくとも１つの光硬化性モノマーおよび光開始剤の添加が同伴する、ま
たは続く。分散後に、さらなるバインダー樹脂、溶媒または通例のフォトレジスト補助剤
が所望の感光性コーティング調合物（フォトレジスト）に必要であるように導入されても
よい。本発明の目的のためには、フォトレジストは、前記の顔料に加えて少なくとも１つ
の光硬化性モノマーおよび光開始剤を含む調合物である。
【００２９】
　有用な分散剤には、例えばポリカルボン酸もしくはポリスルホン酸、およびまたポリエ
チレンオキシド－ポリプロピレンオキシドブロック共重合体をベースにする、高分子イオ
ン性または非イオン性分散剤などの、一般に商業的に入手可能な分散剤が含まれる。有機
染料の誘導体もまた、さらに、分散剤または共分散剤として使用することができる。
【００３０】
　カラーフィルターの製造は、それ故、調合物を基準にして、
－　本明細書の目的で本発明の顔料と言われる、ゲスト化合物としてメラミンを含有する
、かつ、ディスパージョン硬度＞２５０を有する少なくとも１つの式（Ｉ）のニッケル塩
、
－　場合によりバインダー樹脂、
－　少なくとも１つの有機溶媒、および
－　場合により分散剤
を含む「調合物」をもたらす。
【００３１】
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　好ましい一実施形態では、調合物は下記（調合物を基準とする量）を含有する：
１％～５０重量％の上に定義されるような顔料、
０％～２０重量％のバインダー樹脂、
０％～２０重量％の分散剤、
１０％～９４重量％の有機溶媒。
【００３２】
　着色した画像要素パターンを生み出すためのプレート上へのフォトレジストのコーティ
ングは、直接塗布か間接塗布かのどちらかによって実施することができる。言及されても
よい塗布方法の例には、ローラーコーティング、スピンコーティング、吹き付けコーティ
ング、浸漬コーティングおよびナイフコーティングが挙げられる。
【００３３】
　好適なプレートの例には、用途に依存して、次のもの：白または青ガラス板、シリケー
ト被覆青ガラス板などの透明なガラス、例えばポリエステル樹脂、ポリカーボネート樹脂
、アクリル樹脂または塩化ビニル樹脂をベースにする合成樹脂板または合成樹脂フィルム
、およびさらにアルミニウム、銅、ニッケルまたはスチールをベースにする金属プレート
、およびまた光電トランスファーエレメント付きセラミック板または半導体板が挙げられ
る。
【００３４】
　塗布は、得られる感光性層が０．１～１０μｍ厚さであるようなやり方で一般に達成さ
れる。
【００３５】
　塗布の後に層の熱乾燥が続いてもよい。
【００３６】
　露光は、フォトマスクを用いて、好ましくは、画像パターンの形で感光性層を活性光ビ
ームに露光させることによって好ましくは行われる。これは露光区域で層を硬化させる。
好適な光源の例には、次のもの：高圧および超高圧水銀蒸気ランプ、キセノンランプ、ハ
ロゲン化金属ランプ、蛍光ランプ、および可視域レーザービームが挙げられる。
【００３７】
　露光後の現像は、コーティングの非露光部を除去して、色要素の所望の画像パターン形
を与える。通例の現像方法には、水性のアルカリ性現像液または、例えば、水酸化ナトリ
ウムもしくは水酸化カリウム、メタケイ酸ナトリウムなどの無機アルカリまたはモノエタ
ノールアミン、ジエタノールアミン、トリエタノールアミン、トリエチルアミンもしくは
それらの塩などの有機塩基を含有する有機溶媒の吹き付けもしくはそれらへの浸漬が含ま
れる。
【００３８】
　現像の後に一般に画像パターンの熱後乾燥／硬化が続く。
【００３９】
さらなる顔料：
　上に定義されたような「顔料」の使用は好ましくは、それらがカラーフィルターまたは
顔料調合物またはカラーフィルター製造において単独でまたは「他の顔料」との混合で用
いられることを特徴とする。
【００４０】
　「他の顔料」とは、式（Ｉ）のアゾ化合物の他の金属塩またはそれをベースにする顔料
調合物だけでなく、他の有機顔料をも意味する。
【００４１】
　任意使用のための他の顔料の選択に関して、本発明はいかなる制限も課さない。有機お
よび無機の両顔料が適切である。
【００４２】
　好ましい有機顔料は、例えば、モノアゾ、ジアゾ、レーキ化アゾ、β－ナフトール、ナ
フトールＡＳ、ベンゾイミダゾロン、ジアゾ縮合、アゾ金属錯体、イソインドリンおよび
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イソインドリノン・シリーズ、およびまた、例えば、フタロシアニン、キナクリドン、ペ
リレン、ペリノン、チオインジゴ、アントラキノン、ジオキサジン、キノフタロンおよび
ジケトピロロピロール・シリーズからのものなどの多環顔料である。さらに、スルホン酸
またはカルボン酸基を含有する染料のＣａ、ＭｇおよびＡｌレーキなどのレーキ化染料。
【００４３】
　任意使用のための他の有機顔料の例は、
　色指数顔料（Ｃｏｌｏｕｒ　Ｉｎｄｅｘ　Ｐｉｇｍｅｎｔ）イエロー　１２、１３、１
４、１７、２０、２４、７４、８３、８６、９３、９４、１０９、１１０、１１７、１２
５、１３７、１３８、１３９、１４７、１４８、１５０、１５３、１５４、１６６、１７
３、１８５
の黄色顔料、または
　色指数顔料オレンジ　１３、３１、３６、３８、４０、４２、４３、５１、５５、５９
、６１、６４、６５、７１、７２、７３、または
　色指数顔料レッド　９、９７、１２２、１２３、１４４、１４９、１６６、１６８、１
７７、１８０、１９２、２１５、２１６、２２４、２５４、２７２、または
　色指数ピグメントグリーン　７、１０、３６、３７、４５、または
　色指数ピグメントブルー　１５、１５：１、１５：２、１５：３、１５：４、１５：６
、１６、および
　色指数ピグメントバイオレット　１９、２３である。
【００４４】
　「他の顔料」がさらに使用される場合、上に定義されたような「顔料」の率は、すべて
の顔料の使用総量を基準にして好ましく１～９９重量％、特に２０～８０重量％である。
【００４５】
　本発明の顔料調合物、および２０％～８０％「顔料」対８０％～２０％Ｃ．Ｉ．ピグメ
ントグリーン３６、好ましくは４０％～６０％対６０％～４０％の割合で、上に定義され
たような「顔料」とＣ．Ｉ．ピグメントグリーン３６とを含む調製物が特に好ましい。
【００４６】
　カラーフィルターでまたは、例えば、顔料分散法によるカラーフィルターを製造するた
めの調製物で「顔料」またはそれをベースにする顔料調合物と共に使用することができる
バインダー樹脂として、本発明は何の特別な制限も課さず、通常のフィルム形成樹脂がカ
ラーフィルターでの適用に特に好適である。
【００４７】
　一例として、カルボキシメチルヒドロキシエチルセルロースおよびヒドロキシエチルセ
ルロースなどのセルロース樹脂、アクリル樹脂、アルキッド樹脂、メラミン樹脂、エポキ
シ樹脂、ポリビニルアルコール、ポリビニルピロリドン、ポリアミド、ポリアミド－イミ
ド、ポリイミド、特開平１１－２１７５１４号公報に開示されている式（１４）のものな
どのポリイミド前駆体およびそのエステル化生成物が好適である。
【００４８】
　それらの例には、テトラカルボン酸二無水物とジアミンとの反応生成物が挙げられる。
【００４９】
　好適なバインダー樹脂にはまた、光重合性の不飽和バインダーを含有するものが含まれ
る。バインダー樹脂は例えばアクリル樹脂の群からの樹脂であってもよい。（メタ）アク
リル酸メチル、（メタ）アクリル酸エチル、（メタ）アクリル酸プロピル、（メタ）アク
リル酸ブチル、スチレンおよびスチレン誘導体などの重合性モノマーのホモポリマーおよ
び共重合体、ならびにさらに（メタ）アクリル酸、イタコン酸、マレイン酸、無水マレイ
ン酸、特に１～１２個の炭素原子のアルキル基のマレイン酸モノアルキルエステルなどの
カルボキシルを持つ重合性モノマーと、（メタ）アクリル酸、スチレンおよび例えば、α
－メチルスチレン、ｍ－もしくはｐ－メトキシスチレン、ｐ－ヒドロキシスチレンなどの
スチレン誘導体などの重合性モノマーとの共重合体について特に言及されてもよい。述べ
られてもよい例は、カルボキシル含有高分子化合物と、例えば、（メタ）アクリル酸グリ
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シジル、アクリルグリシジルエーテルおよびイタコン酸モノアルキルグリシジルエーテル
などのような各ケースで１つのオキシラン環およびエチレン系不飽和結合を含有する化合
物との反応生成物、ならびにまたカルボキシル含有高分子化合物と、アリルアルコール、
２－ブテン－４－オール、オレイルアルコール、（メタ）アクリル酸２－ヒドロキシエチ
ル、Ｎ－メチロールアクリルアミドなどのような、１つのヒドロキシル基およびエチレン
系不飽和結合を含有する化合物（不飽和アルコール）との反応生成物である。
【００５０】
　この種のバインダー樹脂は、遊離のイソシアネート基を有する不飽和化合物をさらに含
んでもよい。
【００５１】
　一般に、前記バインダー樹脂の不飽和当量（不飽和結合当たりのバインダー樹脂のモル
重量）は、十分な光重合性だけでなくフィルム硬度も与えるために、２００～３０００、
特に２３０～１０００である。酸価は、フィルムの露光後の十分なアルカリ現像性を与え
るために、一般に２０～３００、特に４０～２００である。
【００５２】
　使用されることになるバインダー樹脂の平均分子量は、１５００～２０００００、特に
１００００～５００００ｇ／モルである。
【００５３】
　カラーフィルター用の顔料調合物の本発明に係る使用との関連で使用される有機溶媒は
、例えば、ケトン、アルキレングリコールエーテル、アルコールおよび芳香族化合物であ
る。例は、ケトンの群からのアセトン、メチルエチルケトン、シクロヘキサノンなど、ア
ルキレングリコールエーテルの群からのメチルセロソルブ（エチレングリコールモノメチ
ルエーテル）、ブチルセロソルブ（エチレングリコールモノブチルエーテル）、酢酸メチ
ルセロソルブ、酢酸エチルセロソルブ、酢酸ブチルセロソルブ、エチレングリコールモノ
プロピルエーテル、エチレングリコールモノヘキシルエーテル、エチレングリコールジメ
チルエーテル、ジエチレングリコールエチルエーテル、ジエチレングリコールジエチルエ
ーテル、プロピレングリコールモノメチルエーテル、プロピレングリコールモノエチルエ
ーテル、プロピレングリコールモノプロピルエーテル、プロピレングリコールモノブチル
エーテル、酢酸プロピレングリコールモノメチルエーテル、酢酸ジエチレングリコールメ
チルエーテル、酢酸ジエチレングリコールエチルエーテル、酢酸ジエチレングリコールプ
ロピルエーテル、酢酸ジエチレングリコールイソプロピルエーテル、酢酸ジエチレングリ
コールブチルエーテル、酢酸ジエチレングリコール第三ブチルエーテル、酢酸トリエチレ
ングリコールメチルエーテル、酢酸トリエチレングリコールエチルエーテル、酢酸トリエ
チレングリコールプロピルエーテル、酢酸トリエチレングリコールイソプロピルエーテル
、酢酸トリエチレングリコールブチルエーテル、酢酸トリエチレングリコール第三ブチル
エーテルなど、アルコールの群からのメチルアルコール、エチルアルコール、イソプロピ
ルアルコール、ｎ－ブチルアルコール、３－メチル－３－メトキシブタノールなど、およ
び、芳香族溶媒の群からのベンゼン、トルエン、キシレン、Ｎ－メチル－２－ピロリドン
、Ｎ－ヒドロキシメチルピロリドン－２－酢酸エチルなどである。
【００５４】
　さらなる他の溶媒は、１，２－プロパンジオールジアセテート、３－メチル－３－メト
キシブチルアセテート、酢酸エチル、テトラヒドロフランなどである。溶媒は個々にまた
は互いとの混合で使用することができる。
【００５５】
　本発明は、上に定義されたような少なくとも１つの顔料または本発明の少なくとも１つ
の顔料調合物ならびに少なくとも１つの光硬化性モノマーおよびまた少なくとも１つの光
開始剤を含むフォトレジストをさらに提供する。
【００５６】
　光硬化性モノマーは、分子中に少なくとも１つの反応性二重結合および場合により他の
反応性基を含有する。
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【００５７】
　光硬化性モノマーはこれに関連して、例えば、モノ－、ジ－、トリ－および多官能性ア
クリレートおよびメタクリレート、ビニルエーテル、およびグリシジルエーテルの群から
の、特に、反応性溶媒または反応性希釈剤と呼ばれるものであると解釈されてもよい。さ
らに存在する好適な反応性基には、アリル、ヒドロキシル、ホスフェート、ウレタン、第
二級アミンおよびＮ－アルコキシメチル基が含まれる。
【００５８】
　この種のモノマーは当業者に公知であり、例えば［Ｒｏｅｍｐｐ　Ｌｅｘｉｋｏｎ，Ｌ
ａｃｋｅ　ｕｎｄ　Ｄｒｕｃｋｆａｒｂｅｎ，Ｄｒ．Ｕｌｒｉｃｈ　Ｚｏｒｌｌ，Ｔｈｉ
ｅｍｅ　Ｖｅｒｌａｇ　Ｓｔｕｔｔｇａｒｔ－Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ，１９９８，４９１／４
９２ページ］にリストされている。
【００５９】
　モノマーの選択は、使用される露光放射線の性質および強度、光開始剤との所望の反応
、ならびにフィルム特性によって具体的には導かれる。モノマーの組合せもまた使用する
ことができる。
【００６０】
　光反応開始剤または光開始剤は、可視または紫外放射線の吸収によって例えば、前述の
モノマーおよび／またはバインダー樹脂の一部に重合反応を誘発することができる反応性
中間体を形成する化合物であると理解されてもよい。光反応開始剤も同様に一般知識であ
り、［Ｒｏｅｍｐｐ　Ｌｅｘｉｋｏｎ，Ｌａｃｋｅ　ｕｎｄ　Ｄｒｕｃｋｆａｒｂｅｎ，
Ｄｒ．Ｕｌｒｉｃｈ　Ｚｏｒｌｌ，Ｔｈｉｅｍｅ　Ｖｅｒｌａｇ　Ｓｔｕｔｔｇａｒｔ－
Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ，１９９８，４４５／４４６ページ］から同様に選んでもよい。
【００６１】
　本発明は、用いられることになる光硬化性モノマーまたは光開始剤に関して何の制限も
課さない。
【００６２】
　本発明は好ましくは、
Ａ）特に他の顔料、好ましくはＣ．Ｉ．ピグメントグリーン３６との混合で、上に定義さ
れたような少なくとも１つの「顔料」またはそれをベースにする本発明の顔料調合物、
Ｂ１）少なくとも１つの光硬化性モノマー、
Ｂ２）少なくとも１つの光開始剤、
Ｃ１）場合により有機溶媒、
Ｄ）場合により分散剤、
Ｅ）場合によりバインダー樹脂、
および場合によりさらなる添加物
を含むフォトレジストを提供する。
【００６３】
　本発明はまた、本発明に従った使用のための固体顔料調合物または顔料をベースにして
着色した画像要素パターンを生み出すための技術に関して何の制限も課さない。上記のフ
ォトリソグラフ法に加えて、オフセット印刷、蝕刻またはインクジェット印刷のような他
の方法もまた好適である。好適なバインダー樹脂および溶媒または顔料媒体の、ならびに
さらなる添加物の選択は、特定の方法に合わせられるべきである。サーマルだけでなくメ
カニカルおよびピエゾメカニカルインクジェット印刷を包含するインクジェット法のケー
スでは、顔料および場合によりバインダー樹脂に好適な媒体には、純有機媒体だけでなく
水性有機媒体も含まれ、水性有機媒体が実際には好ましい。
［実施例］
【００６４】
実施例１の製造　本発明に係るものではない顔料
　１モルのジアゾバルビツール酸を８リットルの９０℃熱水中で１モルのバルビツール酸
とＫＯＨ滴定下にｐＨ５で反応させる。２モルのメラミンを加える。ｐＨを塩酸で５にセ
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ットする。１モルの４０％濃度塩化ニッケル溶液を滴加する。９０℃で１時間後に、ｐＨ
をＫＯＨで５にセットする。ｐＨをその後塩酸で２．０にセットし、熱処理を９８℃で４
時間実施する。その後ｐＨをＫＯＨで５にセットする。その後顔料を吸引濾紙上で単離し
、洗浄し、減圧乾燥オーブン中８０℃で乾燥させ、標準実験室ミルで約２分間すり砕く。
【００６５】
　ディスパージョン硬度：２２０　ＢＥＴ：１２０ｍ２／ｇ
【００６６】
実施例２の製造　本発明に係る顔料
　１モルのジアゾバルビツール酸を８リットルの９０℃熱水中で１モルのバルビツール酸
とＫＯＨ滴定下にｐＨ５で反応させる。２モルのメラミンを加える。ｐＨを塩酸で５にセ
ットする。１モルの４０％濃度塩化ニッケル溶液を滴加する。９０℃で１時間後に、ｐＨ
をＫＯＨで５にセットする。ｐＨをその後塩酸で３．２にセットし、熱処理を９８℃で８
時間実施する。その後ｐＨをＫＯＨで５にセットする。その後顔料を吸引濾紙上で単離し
、洗浄し、減圧乾燥オーブン中８０℃で乾燥させ、標準実験室ミルで約２分間すり砕く。
【００６７】
　ディスパージョン硬度：４９０　ＢＥＴ：１５９ｍ２／ｇ
【００６８】
実施例３の製造　本発明に係る顔料
　１モルのジアゾバルビツール酸を８リットルの９０℃熱水中で１モルのバルビツール酸
とＫＯＨ滴定下にｐＨ５で反応させる。２モルのメラミンを加える。ｐＨを塩酸で５にセ
ットする。１モルの４０％濃度塩化ニッケル溶液を滴加する。９０℃で１時間後に、ｐＨ
をＫＯＨで５にセットする。ｐＨをその後塩酸で３．０にセットし、熱処理を９８℃で８
時間実施する。その後ｐＨをＫＯＨで５にセットする。その後顔料を吸引濾紙上で単離し
、洗浄し、減圧乾燥オーブン中８０℃で乾燥させ、標準実験室ミルで約２分間すり砕く。
【００６９】
　ディスパージョン硬度：４２０　ＢＥＴ：１５５ｍ２／ｇ
【００７０】
実施例４の製造　本発明に係る顔料
　１モルのジアゾバルビツール酸を８リットルの９０℃熱水中で１モルのバルビツール酸
とＫＯＨ滴定下にｐＨ５で反応させる。２モルのメラミンを加える。ｐＨを塩酸で５にセ
ットする。１モルの４０％濃度塩化ニッケル溶液を滴加する。９０℃で１時間後に、ｐＨ
をＫＯＨで５にセットする。ｐＨをその後塩酸で３．０にセットし、熱処理を９８℃で１
２時間実施する。その後ｐＨをＫＯＨで５にセットする。その後顔料を吸引濾紙上で単離
し、洗浄し、減圧乾燥オーブン中８０℃で乾燥させ、標準実験室ミルで約２分間すり砕く
。
【００７１】
　ディスパージョン硬度：３９０　ＢＥＴ：１５２ｍ２／ｇ
【００７２】
使用実施例１～４
黄色調合物の調製および黄色カラーフィルターを製造するための使用
　撹拌容器中で７７４重量部の酢酸メトキシブチルと２８６重量部の酢酸メトキシプロピ
ル中のメタクリル酸ベンジル（７０部）／メタクリル酸２－ヒドロキシエチル（１５部）
／メタクリル酸（１５部）をベースにするアルカリ可溶性共重合体（バインダー樹脂）、
分子量約２５０００ｇ／モルの２１％濃度溶液とを均質に混合する。
【００７３】
　引き続いて、１重量％未満の残留含水率まで前もって７０℃で乾燥させた、製造実施例
からの１００重量部の顔料を均質に導入する。
【００７４】
　この顔料懸濁液を、１５０ｎｍ未満の有効な粒子直径（酢酸メトキシプロピル中の約０
．５重量％希釈物についてレーザー散乱光相関分光法で測定して）が０．１４未満の多分
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散性と併せて得られるまで、イットリウム安定化酸化ジルコニウムビーズ（直径０．６～
１．０ｍｍ）を用いる水平の密封ビーズミルで、数回通過ですり砕く。（比較のために、
酢酸メトキシプロピル中の１％希釈の乾燥フィルムは、１００ｎｍより下の粒子の数９５
％で、非常に狭い粒度分布を有すると電子顕微鏡下で観察される。）
【００７５】
　得られた調合物は十分な貯蔵安定性を示す。製造実施例１～４を用いる使用実施例１～
４は、顔料分散法によってカラーフィルター用のフォトレジストの製造に非常に好適であ
る。
【００７６】
フォトレジストの製造
　３４．５重量部のトリメチロールプロパントリアクリレート（モノマー反応性希釈剤）
と３／１重量部比のベンゾフェノンおよびＮ，Ｎ’－テトラエチル－４，４’－ジアミノ
ベンゾフェノンをベースにする１３．８重量部の光反応開始剤とを、１０００重量部の得
られた調合物中へ撹拌しながら均質に導入する。
【００７７】
　これはＵＶ硬化性フォトレジストを与え、それを透明な基材に塗布し、現像してカラー
フィルターを与える。
【００７８】
　この目的のために、フォトレジストを、きれいにしたホウケイ酸ガラス（コーニング（
Ｃｏｒｎｉｎｇ）（登録商標）７０５９、オーエンス・コーニング社（Ｏｗｅｎｓ　Ｃｏ
ｒｎｉｎｇ　Ｃｏｒｐ．））の３００×３５０ｍｍであるセクション上へスピンコートし
、きれいな条件下オーブン中１１０℃で５分間乾燥させて約１．５～２μｍ厚さのフィル
ムを与える。
【００７９】
　フィルムは、冷却後、次に、所望のストライプ画像パターンを得るためにネガマスクを
用いて、超高圧水銀蒸気ランプで２００ｍＪ／ｃｍ２の線量でＵＶ露光させ、次に室温で
０．０６％濃度水酸化カリウム水溶液を用いて現像し、十分に脱塩した水できれいにし、
そして乾燥させた。これに、きれいな条件下オーブン中２３５℃で３０分の後硬化が続い
た。
【００８０】
　製造実施例２、３および４をベースにした使用実施例２、３および４に従って製造した
、このように得ることができる、本発明の黄色カラーフィルター２、３および４は、製造
実施例１をベースにした使用実施例に従って製造した、本発明に係るものではないカラー
フィルター１と比較して著しく改善されたスペクトル透明性を有する。カラーフィルター
２、３および４の色純度および輝度は優れている。
【００８１】
使用実施例５
緑色調合物の調製および緑色カラーフィルターを製造するための使用
　使用実施例２に記載されるものと同じ方法で、しかし実施例２により製造した１００重
量部の乾燥顔料の代わりに製造実施例２からの４０重量部の顔料と６０重量部の緑色有機
顔料ヘリオゲン（Ｈｅｌｉｏｇｅｎ）（登録商標）グリーンＬ９３６１（ピグメントグリ
ーン３６、バスフ株式会社（ＢＡＳＦ　ＡＧ））とを使用して、高レベルの微細分配およ
び十分な長期安定性を特徴とする、かつ、カラーフィルター用の緑フォトレジストの製造
に非常に好適である調合物を調製する。
【００８２】
　使用実施例２に記載したように調製したフォトレジスト、およびそれを使用して製造し
た、緑色の縞模様カラーフィルターは、非常に良好なスペクトル透明性およびまた優れた
色純度および輝度を有する。
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